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太下 最初に今回のインタビューの趣旨についてお話し

したいと思います。ご案内の通り、日本は本格的な人

口減少社会を迎えており、高齢化が急速に進展し、そ

れとともに多くの地域で活力が低下し続けています。

こうした状況の中で、わたしたちが活動する舞台であ

る、国土、地域、都市の将来像は、どう描けるのであ

ろうか、ということが問題意識となっています。日本

の将来はもしかしたら必ずしも明るいイメージでは描

けないのかもしれません。しかし、夢や希望を持ち続

け、創造力をたくましく磨くことによって、コントロ

ール可能な変数については、いまから能動的にアクシ

ョンを起こしていくことで、新たな未来が拓けるので

はないだろうかとポジティブに考えています。こうし

たことから、本号においては、国土、地域、都市とい

った広がりに注目しながら、わたしたちの生活や産業

がどうなっているか、そして、どのような政策デザイ

ンや地域経営が考えられるのかについて、論点を整理

していきたいと考えていますので、どうぞよろしくお

願いいたします。

さて、橋爪さんは都市政策やまちづくりに関して多

数の著書を執筆されていますが、最新の著書「創造す

るアジア都市」が2009年8月に発行されており、こ

れを私も読ませていただきましたので、最初にこの著

書に絡めて幾つか質問をさせていただきたいと思いま

す。この著書の中で、橋爪さんは「クリエイティビテ

ィを育成しようという動きが、都市イメージの構築と

必ずしも響き合っていない」と書かれています（同書

P.156、「第2章 日本の都市とクリエイティブネス」）。

これは日本の都市、特に大阪について書かれているこ

とのようですが、具体的にどういうことをイメージし

て書かれているのでしょうか。

橋爪 現在、「創造都市」というコンセプトで世界の各地

域、各都市が競い合っている状況にありますが、その

中で成功しているのは、地域に根差した、もともとあ

った伝統的な価値と新たな価値を突き合わせながら、

都市そのものが創造的な存在であることを巧みに示し

ている都市でしょう。

海外ではバルセロナ、国内では金沢などが好例です。

たとえば金沢などは伝統工芸を育んできた歴史のある

都市だとわれわれは理解をしがちです。しかし同時に、

21世紀美術館を開館させて、創造性のある次世代の人

材育成を図ろうという姿勢があります。かつてあった

都市の文化や伝統と新しい要素を融合して、変わろう

という姿勢を示しています。

「創造都市」といいながら、従来型の都市そのものを

変えようという姿勢が示されていないようでは、必ず

しも魅力的な都市政策だとは思えません。創造性を高

めているのだ、あるいは付加価値を常に育んで、それ

を生み出しているのだ、という都市の姿勢そのものを、

都市ブランドとして強くアピールし、打ち出していく

ことが重要です。大阪の場合でも、「創造性」というキ

ャッチフレーズをうたいながら、創造性そのものが都

市の本質だということを対外的に訴求することができ

ていない。私はそこを変えていきたいと考えています。

太下 都市において、伝統と革新というものがうまくマ

ージ（融合）され、そこからクリエイティビティが創

出されるようなイメージでしょうか。

橋爪 そうですね。あと、従来できなかったと思われて

いた事柄に対して、意欲的に挑戦している姿勢を示す

都市も評価されていると思います。スペインのビルバ

オも成功例ですね。バスク地方の固有性を背景に、産

業都市から文化芸術を重んじる都市に転換しました。

あるいは韓国のソウルは、2010年に「世界デザイン

首都（WDC：World Design Capital）」に立候補し認

められました。それに向けて2008年と2009年に、

「世界デザインオリンピック」というイベントを開催し

ています。こうした取組は、従来のアート・イベント

の枠を超えて、広い意味での都市デザインに関して画

期的な試みをしているというふうに私には見えます。

私もちょうど先週見てきたところなのですが、漢江に

創造性こそ都市の本質
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かかっている「盤浦大橋（バンポデギョ）」の上部から、

「月光レインボー噴水」という巨大噴水を整備しました。

夜はライトアップされて、音楽にあわせて踊るように

水が多彩な表情を示します。このプロジェクトは、市

民からアイデアを募集して、それを具体化したとのこ

とです。世界の他の都市では見たこともない風景が生

まれています。

また、ソウルでは、清渓川（チョンゲチョン）にか

かっていた高速道路を撤去して、一度埋め立てた河川

を再生させました。ただ単に昔あったままに戻すので

はなく、復元した流路の端から端までを見ると、現代

の土木工学におけるさまざまな技法、あるいは環境デ

ザインの多様な手法が区間ごとに趣向を変えて、採用

されていることに気がつきます。人為的な自然回復を

行っている区間、噴水等で空間をデザインしている区

間、壁画等で変化をつけている区間、かつての橋脚を

残している区間などが順に展開する。かつての橋梁や

洗濯場、かつてここにあった民家を復元させた場所も

あります。ストリートファニチャーとして、界隈の歴

史を示す大型モニター装置もある。川そのものが、都

市ミュージアムとして機能しているわけですね。世界

でも類例のない環境デザインを実現させたいという意

欲が感じられるのですね。

太下 「月光レインボー噴水」については残念ながら見

ていないですが、私も2009年2月にソウル市のデザ

イン政策を現地で調査してきたところです。

ソウル市のデザイン政策の中で興味深かったのは、

「都市ギャラリー・プロジェクト」です。この「都市ギ

ャラリー・プロジェクト」は、ソウル市民が気軽に立

ち寄ることができる市内の公園や広場等の公共空間を

対象に、これらを美しく快適で、創造性にあふれた都

市空間に改革することを通じて、都市全体をひとつの

アート作品として再創造しようという試みです。この

「都市ギャラリー・プロジェクト」では、単にアートを

まちなかに設置するのではなく、市民参加型のプロセ

スを採用することによって、日常生活そのものがより

創造的なものになるようにしようという目的もあるよ

うです。

橋爪 大阪では、「水の都」あるいは「水都」という言い

方で都市ブランドをつくろうとする一連のプログラム

に私も深くかかわって、この10年ほど活動をしてきま

した。「水都大阪2009」と名づけた事業では、プロデ

ューサー役を担いました。加えて、さまざまなステー

クホルダーが連携しつつ、魅力的な夜景をつくる「光

のまちづくり」に力を入れ始めています。私は「水の

都　光の都」と対句で、語りたいと考えています。水

都再生は、従来型のハードによる再整備だけではなく

て、まちのブランドを変えるソフト事業として多くの

市民にも認知されつつありますし、対外的にもアピー

ルできるものにしたいところです。たとえば「杜の都

仙台」とか、「花の都パリ」「庭園都市シンガポール」

といった事例のように、都市が変わろうとするときに

は、ブランド力を向上させるべく、あえて自画像を掲

げますよね。それを目標に、いろいろなステークホル

ダーが地域を変えていく。このプロセスが私はまちづ

くりだと思っているんです。

大阪の場合でも、河川沿いに新たな公園や、舟つき

場が整備されつつあります。ハード整備が契機になっ

たのですが、それだけでは都市が再生するわけもない。

もう一度、人々の心を水辺に向けることで、人々のマ

インドそのものが変わります。ひいてはシビックプラ

イド、まちに対する誇りが蘇生する。結果的に外から

の憧れを喚起することができる。ハード事業にあわせ

て、ソフトプログラムを同時に進めないと、まちは再

生しません。

太下 2009年にプロデュースされた「水都大阪2009」

については、越後妻有とか横浜アート・トリエンナー

レのようなアート・イベントじゃないかみたいな感じ

で勘違いしている人もいたのですけれども、中身とし

てはほとんどがワークショッププログラムとか、そう

水都：場所の価値を高める
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いう市民共同活動だったのですよね。

そういった意味では、日本各地で行われているアー

ト・イベントと一線を画した性質のイベントであると

いう理解でよろしいですね。

橋爪 そうです。といいますか、「水都大阪2009」のプ

ロジェクトは、そもそもアート・イベントではありま

せん。私は、アートは、あくまでも手段であると強調

しています。具体的には、水の都、水都の象徴的な場

所が中之島界隈ですので、今回、ここに主要な会場を

つくりました。道頓堀という繁華街の水際の風景が庶

民的な大阪を代表する風景として流布していますが、

それが都市にとって必ずしも肯定的なイメージばかり

とは言えないのですね。

対して、中之島はかつてハイカルチャーないしは対

外的な文化が大阪というまちへ入るゲートであり、都

市のビジネスセンターであり、都市における政治的な

拠点であり、同時に文化的なセンターであった。しか

し近年はそのような場所というイメージが欠けている。

そこで、かつてのポテンシャルを現代的にもう一度喚

起しよう、呼び覚ますべく、中之島の水際にさまざま

なイベントを展開したのです。そして、場所の価値を

高めるかいわいの意味づけを理解するために、多くの

人に足を運んでもらわなければいけないと考えました。

ワークショップをたくさん展開し、あとは実験的にい

ろいろな水際の手づくりのボートを出す人とか、ドラ

ゴンボートを走らす人とか、水に関するアクティビテ

ィを重ねてきた人たちに集まってもらいました。市民

が、このような美しく快適な場所がわがまちにもあっ

たのかと意識をしてもらうことが目的です。

その手段としてアートがあり、ワークショップがあ

り、市民参加の社会実験のプログラムがあるという位

置づけで全体を組み立てました。ですから、アートの

ためのアート・イベントでは全然ないのですよ。また、

アーティストとアートが好きな人だけのためのイベン

トでもないのです。できるだけ多くの市民に、わが街

の価値に気づいていただくことが目的であり、アート

は手段でしかありません。

太下 次の質問も著書「創造するアジア都市」に関連し

てですけれども、この中で「都市と文化、さらには都

市文化と産業に関して、欧米とは異なる基軸を持つべ

き」と書かれていますが、これは、具体的にはどのよ

うな基軸をイメージされて書かれたのでしょうか。

橋爪 そもそも「クリエイティブ・シティ」という概念

自体がヨーロッパから出てきたものですよね。それは

各地域、各都市、各国家の伝統あるいは歴史的経緯を

踏まえて、地域固有の創造性を発揮するような産業育

成であり、教育であり、人々の生活、日常生活そのも

のの革新みたいなものを内発的に、自立的に生み出そ

うというのがヨーロッパから来たクリエイティブ・シ

ティのベースになる概念だと思います。

対して、アメリカから出てきた「クリエイティブ・

クラス」という概念はそうではない。ITとかデザイン

とか先端的な分野をいかに産業化するかというときに、

能力のあるクリエイターや資本は国境を超えて安々と

世界を移動するということを前提に、各地域、都市の

ポテンシャルを上げようという議論だと思います。グ

ローバリゼーションを肯定した創造産業論であるわけ

です。

今日のようなグローバル社会にあっては、ヨーロッ

パから出てきた概念とアメリカから来た概念を突きあ

わせつつ、われわれは独特の創造性について考えなけ

ればいけないわけです。ヨーロッパから出てきたロジ

ックとアメリカから出てきた戦略性をうまく融合して、

われわれ独自の方法論を生み出さないといけない。ア

ジアに関して言えば、東アジア独特の各国、各都市が

持っている生活文化、コミュニケーション、歴史観、

空間概念、先端的なテクノロジーやアート、サイエン

スなど、地域に根差したものがあるわけです。それと

世界の最先端を組み合わせて出てきた価値を、対外的

にアピールするべきではないかと思います。そのため

アジア独自の創造性の基軸が必要
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に独自の評価軸とプラットフォームを各都市あるいは

各地域が持たなければいけない。しかし、現在の日本

各地で行われているクリエイティブ・シティをめぐる

議論では、方法論にクリエイティビティが乏しい、と

いうか西欧からの受け売りで創造性がない。キャッチ

アップ型になりがちです。ここに危機感が必要です。

なぜ、そういう話をするのかというと、たとえば香

港などの創造性を高める産業振興策は明らかに、香港

独自の考え方がある。西欧やアジア諸国と中国をつな

ぐゲートウェイをめざしている。いっぽう上海で話を

聞いても、イギリスの影響を受けながら、「だけど、わ

れわれはこうだ」というふうに自分たちの創造産業振

興策、さらには創造性のインデックスをつくろうとし

ていた。香港も独自のインデックスを研究所が提案し

ている。中国独自の創造性をみずから位置づける作業

ですよね。韓国の創造都市戦略は、世界でも先端を行

っていますから、当然のごとく自分たちの伝統を踏ま

えた都市づくりや産業振興策を展開をしている。

太下 本当にアバウトな歴史観ですけど、19世紀までは、

ヨーロッパが世界の中心であり、20世紀がアメリカの

世紀であったと考えると、21世紀は地球をグルッと回

ってきて、東アジアの時代かなと思うのですね。

私は文化政策が専門ですけれども、総合芸術のあり

方を考えたときに、19世紀はヨーロッパでオペラが盛

んになり、20世紀はアメリカでミュージカルが盛んに

なったから、単純に考えると、21世紀は東アジアで、

かつてのオペラやミュージカルとは違う、音楽とかパ

フォーマンスとかテキスト、それに映像とテクノロジ

ーが一体となった新しい総合芸術がそろそろ生まれて

もいい頃じゃないかなと考えているのです。そういう

大きなコンセプトの実現へ向けてのチャレンジが動き

出すと、21世紀はおもしろい時代になるのではないか

と思っているのです。

橋爪 そうなると面白いですね。

そこにあって日本の創造性が問われる。たとえばノ

ンバーバル、すなわち言語を問わず、だれもが理解で

きる表現でいえば、韓国のクリエイターたちが世界で

評価されている。もちろんばダンスの分野では、日本

も世界に通用するパフォーマーをたくさん輩出してい

るのですけれど、それが日本国内で評価されているか

というと、必ずしもそうではないですね。一方、韓国

ではパフォーマーたちに対する評価は、圧倒的に高い。

新しく生み出している表現がなかなか評価されない日

本の状況は、大問題です。

太下 韓国は伝統的に舞踊を非常に大事にするという文

化がありますから、コンテンポラリーダンスもかなり

手厚く支援されているのですよね。

橋爪 単に政策的支援というだけではなく、一般の人た

ちがそういうのを支えている構造がちゃんとあるよう

に見えますね。日本の場合、伝統芸能を支えていた消

費者が一たん消えていますよね。

太下 韓国で伝統芸能の公演を観に行くと、観客席には

若者が結構いますよね。

橋爪 そうです。新しい表現にも伝統芸能の要素がかな

り入っています。ソウルのミョンドンのど真ん中に

NANTAの新しいシアターができたので見てきました。

地域の歴史をふまえつつ、ノンバーバルな新しい表現

だからこそ、世界に通用する。あの種のエンターテイ

メントビジネスは日本ではなかなか生まれないでしょ

うね。

また、たとえばシルク・ドゥ・ソレイユはカナダの

ケベック州が力を入れて、モントリオールで世界的な

文化産業になったのですけれども、たかだか出だしは

大道芸のイベントをある人が始めたというところから

始まっている。それが短期間に世界的なパフォーマン

ス集団、一大産業までになったわけです。

同じように静岡で「大道芸ワールドカップin静岡」１

を甲賀さんが始めて10年以上たっている。私も隔年ぐ

らいで遊びにいきます。市民のイベントとして定着、

また、商店街活性化というスケールでは大成功と評価

すべきものですよね。しかし世界に情報発信できるよ

うな文化産業にまでは発展していない。この違いはど
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こにあるのかという話を、甲賀さんともするのですけ

れども、地域で頑張っている特定の人たちを、産業と

して見なしてインキュベーション、手厚くサポートす

るという体制が十分でないことが原因だと思うのです

ね。

太下 教育の問題もありますよね。韓国は、伝統芸能は

学校教育のプログラムに組み込まれています。また、

日本では「サーカス」というと、まさに大道芸という

ことですけど、フランスおよびフランス語圏のカナ

ダ・ケベック州では、サーカスはちゃんとしたアート

の一分野です。ご案内のとおり、フランスでは国立の

サーカス大学もあります。社会全体の中で文化の位置

づけが大きく異なるという点が背景にありますよね。

また、韓国と日本での差を見ると、文化におけるア

グレッシブさの違いがあるのかなという気がしますね。

伝統文化と前衛の組み合わせに関して、たとえば、パ

ンソリとラップを組み合わせるという実験もやってい

ますし、ジャズ・ミュージシャンと伝統音楽の奏者は

ずいぶん昔から盛んにコラボレーションをしています。

一方、日本ではメイン・ストリームの伝統芸能では、

韓国のようなアグレッシブなチャレンジは余りないよ

うに思うのですが、たとえば沖縄、アイヌ、津軽など、

周縁の地域における文化から、新しい表現とのコラボ

レーションなど、国境を超えて世界に広がるような新

しい動きが起こっていますよね。ですから、むしろ周

縁の文化がメイン・ストリームと言われる日本の文化

を活性化する局面にきているような気がしますね。

橋爪 津軽でも、沖縄でも、地域の人が文化を支えてい

ます。しかし同時に世界に発信もできている。こうし

た地域が先進事例になりますね。まず地域固有の文化

の価値は地域で広く認知してもらわないといけない。

それを土壌に、世界で活躍する新たな担い手がでてく

る。

津軽三味線は、続々と若い才能が生まれ世界で活躍

しています。もちろん、歌舞伎においては、新しい挑

戦をする人たちが続々と出てきていますが。それは歌

舞伎という芸能の本質にあるのでしょう。しかし日本

の伝統芸能のある部分は、大衆のなかで産まれたにも

関わらず、市民が護り継承するための固定した芸能、

文化財になってしまった。それでは新たなものが産ま

れない。

太下 そうですね。日本の伝統芸能も、伝統のための伝

統みたいな感じではなく、変わっていくことでエネル

ギーとすべきでしょうね。芸能が“守り”に入ってし

まうと、庶民は離れていってしまいます。お能につい

ても、現代の人が見ると、幽玄で厳かで緊張するもの

ですけれども、昔は上演時間が随分短かったという説

もありますから、もっとアクティブなパフォーマンス

だったのではないかと思います。

橋爪 芸能を都市の空き地や河原で演じていた時代は、

そういうエネルギーに充ちていたのかもしれないです

ね。

橋爪 韓国の光州市で2010年に「光の博覧会」が開催

されますが、それに先だって2009年に、LUCI

（Lighting Urban Community International：世界光

都市連合）２という光の都市による世界的ネットワーク

の国際大会が光州で開催された。日本では大阪だけが

このネットワークに加盟していたので、大阪の「光の

まちづくり企画推進委員会」３のメンバーとして、私も

参加してきました。その際に、「光州ビエンナーレ」に

も参加してきたのですが、このビエンナーレで韓国の

アーティストが出品していたのは、世界のどこにでも

ありそうな普遍的なアートではなくて、韓国の伝統的

な生活文化をベースとした表現であったり、インスタ

レーションが展開されたりしていたのですね。このこ

とに私は驚きました。

一方、日本で開催されている「○○ビエンナーレ」

などのアート・イベントの場合、世界のどこでも出し

ているような作品を日本人作家は出しているように思

います。これに対して韓国のアーティストは、韓国の

独自の価値観に基づくクリエイティビ
ティ
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人が誇りとすべきものから表現が出てきているのです。

たとえば、今回の「光州ビエンナーレ」では、陰陽五

行４という東洋独特の価値観において重視されている五

つの色を元にした表現であるとか、韓国の食文化を元

にしたインスタレーションがプレゼンテーションされ

ているのです。

一番印象に残ったのは、ハングルという文字がいか

に合理的であるか、ということを世界各国の言語と比

べるプレゼンテーションがあったことです。日本国内

で開催されているビエンナーレで、たとえば大和言葉

ないしはひらがな、カタカナがいかにすぐれたものな

のかという表現をしているアーティストがいるかとい

うと、私は見たことがないです。要は、グローバリゼ

ーションとは何ぞやと考えたときに、世界で普遍的な

価値を示そうという表現、すなわち無国籍に向かうも

のと、自分の寄って立つ文化から表現するものと、両

極端になると思うんですね。

たとえば日本のファッションデザイナーがヨーロッ

パへ進出したときは、明らかに日本の文化を背負って

ヨーロッパに出ていると思います。また、世界で日本

の建築家が活躍するときには、日本の伝統的な価値観

を背負って独自の表現をしたがゆえに、世界で通用す

るようになったと思います。しかし国内ではそうでは

ない。

太下 文化的な表現において、他人の評価軸にあわせる

必要はないわけですね。たとえば、国際スポーツにお

いても、他国が決めたルールで競技している限り、絶

対、その競技には勝てないわけですよね。たとえ勝っ

たとしても、またルールが変わるわけですから、みず

からルールをつくっていくぐらいのチャレンジ精神が

ないといけないわけですね。

橋爪 そうですね。国際的な競争力という観点からみれ

ば、根幹となるアイデアとか基準づくりにあってクリ

エイティビティを発揮する人を増やすことを、少なく

とも国家や都市戦略の中で重点化するべきでしょう。

太下 同じく著書「創造するアジア都市」に関連して、

日本で文化創造産業、いわゆるクリエイティブ・イン

ダストリーを育成していくための方策について、橋爪

さんのお考えをご教示いただければと思います。

橋爪 たとえば、アニメとか漫画、映画など、日本でつ

くり出されて世界的な評価を受けているものは、結果

的に、それが文化的な産業であったというふうに評価

されているわけです。国家として意図的に重点化して

きた基幹産業ではない。

しかし中国は現在、5ヵ年計画のなかに、国家を挙

げて国土じゅうに文化産業ないしは創造産業のクラス

ターをつくる施策を位置づけている。各拠点において

は、毎年のように、一大イベントがいたるところで行

われています。杭州は漫画やアニメの拠点、上海はデ

ザインの拠点ですね。このように、特定の分野のクリ

エイティブ産業を国家も地方政府も支援するという状

況を、この数年間、私は見てきました。韓国において

もそうですし、香港等においてもそうした戦略性があ

ります。

ですから、太下さんから質問のあった、日本におい

てクリエイティブ産業を育成するための方策としては、

「産業クラスター」をつくりあげる、ということに尽き

るのではないかと思います。大学、研究機関およびそ

れにかかわる企業と、新たな企業をつくろうとする人

クリエイティブ産業のクラスターを整
備せよ
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たちのインキュベーション、そこに投資する人々の意

欲を集めるようなプラットフォームをある地域に、あ

る分野に突出して形成していくという戦略性が必要だ

と思います。しかし、現在の日本では、文化、芸術な

いしはクリエイティブ・インダストリーに関する分野

では、戦略性がなかなか見えてこない。

この提案は、従来からわが国で行われてきた、ある

種の製造業をある地域に集積させる、という発想と同

じことです。そして、従来型の製造業だけではなく、

よりソフトな産業においても同じように戦略的に考え

なければいけないということです。日本は、アジアに

おける国際競争、都市間競争の上で不利な状況に既に

あると思います。たとえば、上海に行ってクリエイテ

ィブ・インダストリーを振興しようとしている人たち

の話を聞くと、指針が明解でした。10年後にはアジア

のデザインのハブになり、そして20年後には世界のデ

ザインのハブを目指すのだと、目標を堂々と語ること

ができるのですね。

東京は文化的な集積はたしかに凄いのですが、気が

ついたら世界のファッションの中心地の一つで、気が

ついたら新しい若者文化をどんどん生み出しており、

気がついたら“おたく”にかかわるような分野を結果

的に集積していたと、というだけなのですね。

たとえば、かつて京都では、宗教の本山が集中し、

さまざまな習い事、華道とか茶道とか香道とかいろん

な生活文化の日本における最も権威のある人たちが集

中して住んでおり、最先端のライフスタイルが京都に

あったわけです。いわば、クリエイティブ・クラスが

集積していたのです。創造的な表現行為が、社会シス

テム、文化的なシステムとして編まれ、くみ上げられ、

日々の生活文化に組み込まれている。現在もそのポテ

ンシャルは残っているので、京都から出てくるプロダ

クツとかコンテンツは、従来の伝統を踏まえつつ、新

しいものが生み出される可能性を秘めているのですね。

対して、ソウルとか上海、あるいは北京のアジアの

都市は、能力のある人を意図的に集めてクラスターを

つくって、ある分野を伸ばそうということを政策的に

しているのです。今の日本の各都市には、こうした戦

略性がないと思っています。

太下 ところで、橋爪さんの大阪市長選の際のマニフェ

スト「もう黙ってられへん！　いまこそ大阪再起動」５

を読ませていただきました。ここで掲げられた項目の

うち、日本の他の自治体で今からでも活用できると思

われる提案がありましたらご紹介ください。

橋爪 それは、やはり今お話しした、クリエイティブな

クラスターづくりですね。ただし、クラスターを政策

として取り組むためには、「この地域は、文化産業や創

造産業のなかでこの分野のクラスターを創る」という

ことを、誰かがジャッジし地域に根付かさなければい

けない。韓国や中国では、こうした戦略があるのです

が、日本では難しい。しかし、ものづくりの分野では

明らかに、そのような判断を地域のリーダーが判断し

てきたはずです。たとえば、科学研究都市をつくり、

そこに企業の研究拠点を集め、各大学連携のプロジェ

クトに関して明らかに優遇策があり、そこから出た技

術とかで工場立地を図るというマネジメントが政策的

にも明らかに行われていました。

太下 文化産業の場合、個人の好き嫌いとか価値観に関

わるので、やりづらいのでしょうか。

製造業の分野については、特別な好き嫌いとかが無

いですから、たとえば「このまちは○○クラスターと

しましょう」と決めてしまえば、住民としても「ああ、

そうですか」という感じになるのだと思いますけれど、

クリエイティビティの分野は嗜好性がありますから、

なかなか悩ましいですね。

橋爪 そうなのです。たとえばパフォーマンスに関して、

世界から人が憧れるような拠点的なまちは日本になか

なかできないし、たとえば映画とか写真に関して憧れ

となるようなまちが日本にあるかというと、なかなか

見あたらないですね。

ただ、たとえば俳句であれば松山とかのように、従

来型の文化に関しては各地域が競い合って、わがまち
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はその分野における有名な偉人を輩出したので、その

分野に力を入れようというロジックとコンセンサスは

成立するようです。文化政策に限定してみれば、この

地域はほかのとは違う、われわれの地域はこの分野に

力を入れたということは明解に言えるのですけれども、

そこから文化産業振興までには隔たりがある。私は、

知的なクラスターと産業的なクラスターを結び合わせ

ることが重要だと思います。もっともクリエイティブ

産業のジャンルを絞り込めてないという状況そのもの

が、産業政策と融合することを是としない文化政策の

限界だと思います。

太下 その背景として、今の日本は危機感が足りないよ

うな気がするのですね。冒頭、お話に出たヨーロッパ

のクリエイティブ・シティは、確かに政策的な意図を

持って内発的な創造性というものに着目しましたけれ

ども、創造性という抽象的な、わけのわからないもの

に着目でもしないと仕方がないぐらい都市として疲弊

し、産業もなくなり、まち中で移民がふえたり、風紀

も悪くなったりと、非常に追い詰められていたわけで

すね。ヨーロッパのクリエイティブ・シティは、こう

した悲惨な状況から劇的に再生した成功事例であって、

日本ではほとんど紹介されていないですが、数多くの

失敗事例もあると思います。

一方、アジアの都市は、明らかに後発であるという

ハンディを意識して、特定の分野で世界に発信するの

だ、という明確な目標を設けていると思います。それ

に対して日本の地方都市は、ある意味で豊かで恵まれ

ているので、いまだに特別な危機感を抱いていないと

思うのですね。

橋爪 おっしゃる通りで、その危機感がないという点が

私は一番歯がゆいのです。私たち研究者としては「危

機感が無い／足りない」と言い続ける必要があるわけ

ですね。警鐘を鳴らし続けないと、才能のあるクリエ

イターたちは日本を見捨ててしまうのではないかと懸

念しています。

太下 豊かで、安穏としていれば方向は変える必要がな

いわけですね。そうではないという現実的な認識が生

まれて初めて、進むべき方向を変えて、新たな目標に

向かって走っていく必要も生じるわけで、そのために

はやはり危機感が必要ではないかと思います。

橋爪 ヨーロッパを見ていると、EUの統合があって、各

国と各都市の文化をもう一度見直そうというヨーロッ

パ文化省などの動きがあった。同時に、ほかの国から

安い賃金の労働者が各国に入ってきて、各大都市はか

なり多文化社会にならざるを得なかった。そこにあっ

て、だからこそ、わが地域の文化的アイデンティティ

をもう一度確認しようという機運が生じた。また同時

に、だからこそ、文化政策と産業政策の融合が必然と

なった。クリエイティブ・シティというコンセプトが

できたのだと考えています。

太下 日本でクリエイティブ産業について研究している

人たちは、どちらかというと、クリエイティブ・シテ

ィやクリエイティブ産業というコンセプトを、すごく

華やかな、いいイメージで紹介していますね。

もちろん、そういう面があるし、意図的に良いイメ

ージとして演出された部分があってしかるべきだと思

いますけれども、さきほども申し上げたとおり、クリ

エイティブ産業とは、かなりどん詰まりの危機感を背

景に登場したわけです。たとえばイギリスですと、製

造業の労働者は、1980年代に入るまでは全国で710

万人もいて、全就業者の4分の1以上を占めていたので

すが、その後激減し続けており、2008年には310万

人ほどとなり、全就業者の1割にも満たないという状

況となっています。このままでは、あと数年後にはイ

ギリスの定義で言うクリエイティブ産業の就業者数が

製造業の就業者を逆転し、そのさらに数年後にはそも

そも製造業がイギリスから無くなってしまうかもしれ

ないという状況なのです。このように「職がなくなっ

てしまう」という大きな現実が、イギリス政府を動か

しているのですね。現状のままで座して待っていると、

危機感に欠ける日本の地方自治体
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産業セクター自体がなくなってしまうという話なので

すから。

橋爪 日本の地方都市は、まさにそうだと思います。

太下 現状は日本も英国も同じはずだと思うのですけれ

ども、やはり日本では危機感が足りないと思うのです。

もしも本当の危機感があれば、「次の産業は何だ」「次

の成長分野は何だ」と、みんなもっと真剣になるはず

ですよね。

橋爪 危機感が無いから、未だに従来型の工場誘致とか

を競い合う有様なのですね。しかし、今の工場はハイ

テクでほとんど機械が作ってしまう工場ですから、昔

の工場とは異なり、雇用を生み出さない工場ですよね。

仮に工場を誘致しても、地域に税金は落ちるのでしょ

うけれど、雇用は昔の工場ほど生み出さないわけです

ね、ですから、新たな産業、地域の基幹産業とは何か

ということを真剣に考えないといけないのですが、ク

リエイティブな産業が基幹産業になるというロジック

が地方ではなかなか見えないのですね。アメリカとか

ヨーロッパだと、企業城下町じゃないですけど、ある

地域から出た企業って、その本拠地を動かないじゃな

いですか。

太下 そうですね。アメリカのゼネラルモーターズ社や

フォード社はデトロイト市が本社ですし、マイクロソ

フト社はシアトル市、コカ・コーラ社はアトランタ市

ですね。

橋爪 日本の場合、地方都市で成功した企業は本社を県

庁所在地に移すことが多いようですし、もっと成功す

れば東京に移してしまうでしょう。製造拠点は地方に

残すことが多いようですが、これではクリエイティ

ブ・インダストリーにならないのです。研究所と本社

機能がそのまちにあってこそ初めて、新たな価値が生

み出されると思うのです。

太下 そもそも橋爪さんが、大阪市長選挙に立候補され

た動機について、今までも複数の取材等で語っていら

っしゃいますけど、現時点で総括的なコメントをいた

だければと思います。また、選挙戦を通じて橋爪さん

ご自身が得たと思われたこと、そして選挙戦を通じて

初めてわかったような課題についてお話をぜひいただ

ければと思います。

橋爪 大前提としては、日本の大都市において統合的な、

ないしは総合的な都市政策がないということに危機感

を持っています。分野ごとに施策はあって、当然、市

民に対するサービスもきちんとあります。ただし、す

べてが縦割りです。統合的な都市政策というものはな

いのです。たとえば産業政策と文化政策と教育に関す

る政策を全部統合して、わがまちは自立的にこういう

まちづくりをするのだということを、これからはきっ

ちり各都市が語っていかないといけない。そうしない

と、国際的な、あるいは国内における都市間競争の中

で自分たちの独自の地位を維持することは難しい。現

在、転換期にあるので、各都市が強いリーダーシップ

を持って、厳しい「都市の時代」に向けて立ち向かわ

なければいけないという確信があります。

行政組織のこれまでのいい点でもあり問題点は、政

策分野ごとに縦割りとなっている点ですよね。それぞ

れの部局は部局の最善の手を確かに打っているんだけ

ど、トータルで見たときに、それが都市にとって最善

かというと、必ずしもそうではないのです。

太下 あくまで部分での最適解になっていたりするので

すよね。

橋爪 そうです。そのために、それを最適化するには強

いリーダーシップと、統合する戦略性とビジョンが必

要だと思いました。

まちづくりにかかわってきた自らの経験で言えば、

行政の現場でいろいろな事業が実施されていますが、

ある判断を現場の役人に求めても「それは課長に聞い

てみなければわからない」という回答になることが多

いのです。では、上司である課長に確認してみると

「部長や局長の判断次第です」となるわけです。ですか

ら、総合的な政策を実施しようとして、それぞれの部

まちづくりにはリーダーシップとビジ
ョンが必要
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局の人を会議に集めて調整をしても、担当者では誰も

その場でジャッジができない。では、上司に上げて、

上でジャッジしてもらえるかというと、必ずしもそう

ではないので、結局、だれも判断しないままに最も無

難な形で事業が流れていくことになります。さらに、

現場の担当者が立場の違いを超えて、いろいろな課題

を詰めて、その調整の結果についてトップの判断を求

めても結果として判断されないというむなしいケース

もあります。こうした点はぜったい変えなければいけ

ないと思います。

なぜかというと、わずか数年間で世界の状況は変わ

り、日本国内の状況も変わろうとしている段階で、短

時間でジャッジしなければいけない案件が多い。にも

関わらず、非効率な行政組織のあり方が、市民サービ

ス、または市民にとっていいものとはとても思えませ

ん。

太下 企業でも大きくなればなるほど、そういうことっ

て、ままありますよね。

たとえば、下から起案して積み上げていって、最後

でトップに決裁してもらえるかと思ったら判断が保留

になってしまう。保留になるということは結局、何も

行わないということですから、否決と一緒となるわけ

です。このように「判断しない／できない」トップと

は、組織のマネジメントにおいて、“ガン”のような存

在ではないでしょうか。

橋爪 一定量の裁量権を持っている人たちが集まって、

「各部署の言い分もあるでしょうが、このプロジェクト

はこのようにやりましょう」という合意形成をその場

でできるという状況が必要なのだと思います。そうい

うことができる案件はたくさんあるはずです。都市に

関しても、変わらなければいけない時があるわけです。

いろんな現場を見る中で、地方自治体も変わらなけれ

ばいけないというふうにずうっと感じていました。地

方分権がすすみ、広域行政が進展するほどに、統合的

な判断が求められます。

もう一点は、たとえばアジア圏域の他地域と競合す

る中で、自分たちがどういうポジショニングにあって、

戦略的にどういう方向に進んでいけばわが地域が伸び

るのか、という判断をしなければいけない時期なのに、

そうしたことに関する危機感が全く見えないことです。

こうした危機感は、従来型の行政システムでは明らか

に抜け落ちていると思います。

たとえばシンガポールや韓国は、ある分野の予算を

重点的に配分して伸ばすということをトップダウンに

よって行い、極めて短期間のうちに変えています。中

国も計画経済の中で特定の分野を伸ばそうと明らかに

しています。しかし日本の場合、ほかの地域、ほかの

国家との競争が見えてなくて、各地域において、そう

いう危機感が全くないのです。そして、出てくる議論

は東京一極集中を何とかしなければいけないというド

メスティックな、日本国内の経済のパイを分かち合う

発想だけです。結果として、日本中に同じような施設

を誘致したり、同じような空港や港湾がたくさんでき

たりしましたが、それらが国際競争の中で必ずしも優

位には立つために機能していないという状況になって

いるわけです。

空港で言えば、アジアの各国はハブ空港をつくり、

基幹となるエアラインが戦略的にそこを拠点化してい

るわけです。日本においても、フランクフルト空港と

かスキポール空港（オランダ）のようなハブ空港が明

らかに必要だとわかっているのに、今頃になって成

田・羽田の問題がようやく議論されるようになったと

いう状況では、議論としては10年以上、いや20年は

遅いですよ。官僚や専門家は、こうなることが判って

いたのに動けない、もしくは動かない。チャンギ空港

（シンガポール）とかインチョン空港（韓国）は、もは

や日本に教わることはない、と考えているようです。

いかに地方都市であっても、日本国内での位置づけ

と国際的な位置づけの双方があるのに、地方では「世

界の中におけるわがまち」という議論がなかなかでき

ない状態にあるということ自体が歯がゆいですね。国

際的な都市間競争の中でわがまちの強みを伸ばすとい
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うふうなことを戦略的に考えるリーダーシップが必要

だと、かねてから思っています。

太下 今お話しにあった、総合政策としてのまちづくり

の実践と、リーダーシップを自ら発揮することを主な

動機として市長選挙に立たれたということですね。

橋爪 はい。あとはある意味で研究者としての限界もひ

しひしと感じていました。たとえば、他の地域の先進

的な事例を情報として得て、それをわがまち、わが地

域で実践しようとしても、なかなか受け入れてはもら

えないのです。いろんなステークホルダーとの議論を

すればするほど、先鋭的なアイデアの角が取れて丸く

なってしまうというのが、これまでの日本の公共政策

のやり方であったと思います。一方で、企業でも、ト

ップのジャッジが効いているところは蛮勇にも似て一

か八かリスクを取りながらプロジェクトを運営してい

くわけですよね。

普通、研究者はリスクを取らないのです。たとえば、

理系の研究者で言えば、世界に評価されるような研究

成果が出るまで幾らでも試行錯誤をするものですね。

ただ、そこで社会とのかかわりにおけるリスクはなか

なか取らないのです。私自身、まちづくりとか都市計

画の分野において、たとえばプロジェクトのアドバイ

ザーであったり、審議会の委員としてコミットしてい

ったりする場面でも、個人としての名前が出ないので、

責任の所在が不明確なままにコミットができてしまう

仕事がある。それでは無責任だろうと感じます。

私がかかわる仕事においては、少なくとも私の思い

と発想を前面に出して、それがだめならきちんと批判

を受けるという覚悟で臨むべきだと考えています。当

たり前のことでしょうかね。

太下 本当は、もしかしたら当たり前かもしれませんけ

れども、今の日本では余り当たり前じゃないことだと

思います。

さて、ここまでのお話は主に市長選に立候補された

背景についてでしたけれども、では、選挙戦を通じて

得られたこととか、逆に課題に感じられたことはどう

いったことがありますでしょうか。

橋爪 市長選挙への立候補とは、自分にとって研究者と

は全く別の職種に一歩を踏み出したということだった

のです。市長は、全体を見て最適のマネジメントをし

ていくという仕事だと思っています。すなわち、市長

とは政治家であり、同時にシティ・マネージャーとい

う面がある。それに至るプロセスとして、リサーチャ

ーを捨てて、マネジメントする側の人間になろうとす

るわけです。一般に研究者の話は長いですよね。15分

聞いてやっと「なるほど、いい話だ」と思うような話

が多いですが、トップマネジメントを担う人がそれで

はいけない。でも、社会科学者や文系の研究者は、一

つ資料が出たら引っ繰り返る世界に生きていますから、

正解はないのですね。しかし「こういう考え方もあり

ます」という評論は駄目なのです。「こうあるべきだ」

「私はこうします」と断言するようになりました。研究

者は、「こういう考え方もある」「こういう意見もある」

「だけど、分析した上でこういうことが言えるのではな

かろうか」という言い回しを刷り込まれているわけで

す。延々と判例とか証拠を並べて、最後になってから

ようやく私はこうだという結論を言うわけです。われ

われリサーチャーの表現では、結論が最後に来るので

す。でも厳密に言うと、それでは「科学」ではないの

です。真実は一つだということを信じている理系の多

くの人たちは明らかに、条件つきだけど、これが正し

い、真実だということを言おうとします。まちづくり

等においても明らかにそうあるべきなのです。自分が

確信していることを言葉にしなければいけないのです

が、専門知識が邪魔をして、これが意外と難しい。発

声の仕方とか、表情のつくり方とか全部変えました。

大変でしたよ。正直言って、「研究者って、何と自信な

さげに見えるものか」と思いました。政治家は、最初

に結論を言い切るのです。そのためには強い「意思」

が必要です。最初に結論を言い切ると、あとのバック

大阪市長選挙の経験から得たもの
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アップするようなデータとか傍証とか証明する話は、

極論するとあろうが、なかろうが、余り影響はないと

いうことになります。あとは「念仏」のようなものな

のです。われわれ研究者は先に延々と念仏を言って、

みんながあきてきたころに結論を言うので、これでは、

この人が本気かどうかは伝わらないわけです。

橋爪 アメリカでは、あるまちづくりをしようと思った

場合に、住民とか地域の企業の人が“コミッティ”を

つくって、そこに一定程度の権限を行政が委譲して、

企業もそこに資金を出す。コミッティ主導で地域づく

りが行われるのが当たり前だと思うのです。

日本の場合は、特定の人たちがつくったまちづくり

協議会的なものに一定程度、公的な判断をゆだねると

か、渡すということがなかなかあり得ないので、なか

なか思い切ったことができない。例外的に規制緩和の

中で、社会実験として数年間、従来できなかったこと

ができるというフレームができてきているのですけれ

ども、その延長として、地域住民の組織にタウンマネ

ジメントの権限を渡していき、地域の再生が進むとい

う状況を何とか日本でも具体化していきたいと思いま

した。

具体的な実践事例として、河川法の緩和によって公

的な河川区域を民間が期間限定で利活用できるという

スキームができたのですね。これは大阪の中之島と広

島の太田川だけで実施されているのです。大阪・中之

島の場合、私が会長を務める「中之島水辺協議会」と

いう組織が、住民から提案されるプロジェクトの評価

をして、そこで「いいだろう」という判断になると利

用が認可されるという仕組みを取っています。ただし、

こういう規制緩和に関しても、地域を限ってようやく

できているのが現状です。

本当は、民間のまちづくりグループに対して、まち

や地域の将来ビジョンを検討する権限も委譲するよう

な仕組みがあってもいいと思うのです。「この地域をこ

ういうふうにしたいのだ」という思いを提案する人た

ちがいて、彼らのアイデアとプランに対して公的にサ

ポートが入るというのが理想ですね。

そして、そういう仕組みをいろんな分野でつくって

いくのです。たとえば、アートの分野で言えば、「アー

ツ・カウンシル」ですし、スポーツ振興の分野であれ

ば「スポーツ・カウンシル」が各地域にできてきて、

どういう事業に力を入れるのかということは、それぞ

れのカウンシルが判断すればいいと思います。

しかし、今の日本はそうではない。行政が完全に手

取り足取り、地域のコミュニティを維持していく。こ

れでは地方の個性がなかなか出ない。これまでの仕組

みを捨てて、コミッティによる地域づくりとか、カウ

ンシルによる文化とかスポーツ振興策みたいなことに、

もっとチャレンジしていくべきだと思います。そして、

提案できるほどに意欲のある地域であればあるほど、

公共主体がサポートするという仕組みが必要です。当

然、そこに競争原理が働き、地域における知的な活動

が必要ともなります。

日本の地方のまちおこしは、国や都道府県がつくっ

たプログラム、交付金等に基づいて、地元の自治体が

毎年、決められた予算を取ってくるというところだら

けです。つまり、自分たちでは何も考えていないわけ

です。

太下 どこにいってもメニューが同じファミレスみたい

なものですね。

橋爪 そうです。そんなことをやっているから、日本じ

ゅうで同じようなまちができてしまうし、競争力のあ

る自立した地域がなかなか出てこないのだと思います。

それを変えていく方法論として、大阪では水辺で新

たなチャレンジができるような仕組みのために、まち

づくりのプラットフォームを都心部でつくったりして

いるのですけれども、もっといろんな面でそれが可能

だと私は思っているのです。

住民組織が主導するまちづくり
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太下 橋爪さんは橋下・大阪府知事のもとで政策アドバ

イザーに就任されていますけれども、具体的にはどの

ようなアドバイス等をされているのでしょうか。

さきほどお話しのありました「中之島水辺協議会」

も、政策アドバイザーとしてのプロジェクトの一つと

いうことですね。

橋爪 はい。水都・景観担当の政策アドバイザーを引き

受けています。加えて、大阪府の特別顧問にも就任し

ていますので、知事から求められれば、さまざまな分

野において助言をすることになります。

太下 この「水都・景観担当の政策アドバイザー」とは、

もともとは大阪府になかった役職ですよね。非常勤職

員みたいな位置づけでしょうか。

橋爪 この役職は私が就任するので初めて設けられたも

のではないでしょうか。ただし、顧問は何の給与もあ

りません。会議に行くときだけ地下鉄代をもらえます。

その他としては、大阪ミュージアム構想企画委員長、

大阪府文化振興会議会長、上海万博大阪出展プロデュ

ーサー等を務めています。このほか御堂筋や中之島周

辺でのイルミネーション、ライティングによる夜景創

出のアドバイザーも務めています。

太下 今お話しのありました「大阪ミュージアム構想企

画委員長」としては、どのような活動をされているの

でしょうか。

橋爪 これは橋下府知事の肝いりで、去年から実施して

いるプロジェクトです。要は、市民が、わが地域の魅

力、歴史、文化を再発見しようというプロジェクトで、

ホームページに、市民のみなさんから推薦していただ

いた大阪府下のさまざまな風景、歴史的な名所、建物、

まち並み、緑、自然、名産、特産品などをすべてアッ

プしており、既に1,000を超える登録があります。そ

して、主立ったところに知事がみずから行って、その

様子がウェブ上において動画で紹介しています５。おも

しろいですよ。これも橋下知事の才気ですね。行政と

しては画期的なものですが、全国的にまだ知られてい

ないので、今年はそれを広めなければあかんのです。

各地にある「地域まるごと博物館」とかの大阪府バ

ージョンなのですが、WEBとリアルなイベントとをリ

ンクさせていくものになっています。たとえば、歴史

的建造物をライトアップしたり、ほかでもいろいろな

イベントを展開したり、というのがこのミュージアム

構想の全体的な考え方です。

橋爪 これだけではなくて私は、大阪府文化振興会議会

長として、文化政策全般に関して、従来型ではない、

新たな文化政策の構築について、橋下知事と話をして

います。具体的には、従来のように、箱モノの文化施

設の中で、特定の劇団とか特定の楽団の公演に補助す

るという鑑賞型のプログラムを実施するのではなくて、

まち全体に拠点施設から広がるようなプログラムを展

開するようなことを考えるべきじゃないかということ

です。要は、鑑賞型の文化でなくて、参加型で、箱の

中だけではなくてまち全体に広がるような文化政策が

必要だということを議論しているところです。これに

ついては、「フェスティバル都市構想」または「エンタ

ティメント都市構想」として提唱しています。

太下 実は私が専門委員として関わっている東京の文化

政策においても、文化施設の中だけではなく、まちな

かでどのような新しい文化プログラムを展開できるの

かという発想で、「東京アートポイント計画」という新

しいプログラムを実施しています。

この「東京アートポイント計画」において今やって

いることは、たとえば昔ながらの商店街でどのような

新しいアクションが実行できるのか、というテーマに

ついて、その商店会のおじさんたちと話し合いをしな

がら、アートを一つのツールとして絡めていこうとい

うことを、東京中で展開していこうとしています。

橋爪 そうですか。大阪の構想はちょっと違いますよね。

ヨーロッパに行くと、小さなまちでも何かフェスティ

画期的な「大阪ミュージアム構想」

全てのまちに「フェスティバル」を
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バルがありますよね。たとえば、音楽祭に特化してい

るところであったり、ブックフェアが名物であったり、

ノミの市があったり、クリスマス市があったりします

が、世界の人がわざわざそこに見に来るまちが幾つも

あります。

アメリカでも、地域独特の新しいフェスティバルが

幾つも生まれて、それが地域文化の新陳代謝に非常に

大事な役割を果たしています。大阪でも、ほかの地域

に負けない、ある分野で日本有数を目指すんだという

フェスティバルを市内の各地区が行うことによって、

そこに競争原理が働いてクリエイティビティが高まる

と考えているのですね。既に評価されたアーティスト

がビエンナーレ等で発表するというモデルではなくて、

これから何かを評価してほしい人たちが、そのまちで

頑張れば賞がもらえる、みたいな登竜門型のプログラ

ムがたくさんあるとまちは活性化すると思うのです。

地域が変わっていくためには、そこが憧れの場所にな

らないといけない。学生スポーツでは、甲子園や花園

の先例がありますよね。文化でいえば先にお話しした

「大道芸ワールドカップin静岡」は、ジャグリング等の

大道芸で評価してほしい人が世界から集まってきてい

るので、成功しているのですよね。

私はそこに起業を促すようなプログラムを重ね合わ

せたい。文化的なものと産業系のプログラムは表と裏

の関係にあって、釜山映画祭のヒアリングに行っても、

明らかにそういう組み立てになっています。文化フェ

スティバルと産業見本市が表裏一体となって、まちを

挙げてフェスティバルをやっているという構造をうま

くつくると地域は変わります。逆に言うと、従来の日

本のアート・イベントの限界はここにある。仮にある

アートイベントにアーティストが参加して、そこで評

価されても、次の仕事が得られるようなプログラムが

ないのです。

太下 漫画の分野でいうと、同人誌の即売会「コミック

マーケット」が東京・お台場で開催されていますけれ

ども、2010年からは地方展開が考えられているので

すね。第一弾は2010年3月に茨城県水戸市で開催さ

れます。このコミケの主催者が開催地・水戸の納豆業

者さんと「水戸納豆カレー」という新商品を共同開発

したというニュースがネットで流れていました。萌え

系のキャラクターのイラストが箱に描かれており、売

れ行きも順調のようです。そして、この商品の売り上

げの一部はコミケの運営費にも充当されるようですね。

レトルト・カレー一つで産業と言ってしまうと、や

や言い過ぎかもしれないですが、文化的なイベントを

一つの契機として、地域が確実に変化していることが

できるという一つの事例だと思います。

橋爪 たとえば、祇園祭りであろうが、どんな祭りであ

ろうが、すべての伝統的な祭礼も、始まったときは新

たなイベントなのです。いろんな要素を組み立てて、

何年もかけて練り上げて定型化していくわけじゃない

ですか。そのプロセスがあって、それが市民や地域に

根づいたら何十年、何百年続く祭りになるわけじゃな

いですか。おのずと産まれたものではなくて、誰かの

意思があって祭りはかたちをとってゆく。

私が言った「フェスティバル」を実現するために、

それを仕掛けるプロデューサー的な人が地域に出て、

アーティストに関しても地域のプロデューサーという

気概を持って、予算をどこかで捻出して、いろんな人

をくどき回って、出来事を起こす人がたくさん必要だ

と思います。地域をよくするということに関して、プ

ロデューサーの役割の人が各分野にたくさん必要です。

内発的に新たな出来事を起こしていく人たちがたくさ

んおる地域は元気です。持続的に地域がみずからを律

しながら、みずからの経済規模に見合う産業を維持し

てはじめて、地域のマネジメントを担うことができる。

その担い手は、地域に腰を据えたプロデューサー業務

でしょう。文化においては文化的なプロデューサー、

地域においては地域のプロデューサーです。市民全員

がプロデューサーならば、なおいいですね。

太下 そうなったら画期的ですね。

橋爪 もともと、伝統的な祭礼って、社会の会社とかの
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地位は関係なくて、地域コミュニティの中で信頼を得

た人が、その年の責任者になってトータルをプロデュ

ースし、マネジメントするという人がいるわけです。

そうした責任者の役割につくことがその人にとって誇

りの源になっているわけです。

文化的な産業を興す、あるいは都市再生をする中で

も、そういうポジションに立つということの意義をわ

れわれはきっちり理解しなければいけない。これは、

地域のまちおこし、まちづくりのプロデューサーの役

割なのです。これからの地域づくりはこの点にかかっ

ていると思います。

太下 橋爪さんの肩書としては、大阪府のアドバイザー

以外に、「大阪府立大学・観光産業戦略研究所長」とな

っていますけれども、こちらの活動内容について教え

てください。

橋爪 観光産業戦略研究所は、昨年度、大阪府立大学に

おいても観光に関する国際的な研究拠点をつくろうと

いうことで設立したものです。観光に関する高等研究、

社会人向けの大学院が必要だという思いを前の学長が

持たれたので、私が呼ばれたという経緯があります。

北海道大学の観光学高等研究センターが先行のモデル

なのですが、大阪府立大学の特徴は産業界との連携が

強い点でしょう。特に工学技術開発において大学の研

究室と企業がともに研究をするという姿勢が非常に強

い大学だという点です。ですので、観光研究において

も従来型の観光プロパーの人材育成ではなくて、新た

な観光産業を興し、ないしは既存の観光産業を成長産

業として伸ばしていくための戦略を提示するような研

究機関をイメージしています。

今の観光産業は大きな転機にある。従来型のマスツ

ーリズムからニューツーリズム、要は着地型の地域に

密着した観光に業態が変化をしていると考えています。

また、もっと違う観光業のあり方が議論されている段

階において、従来型の団体旅行だけに対応した観光業

ではなく、新たな観光業に関する提言をなす「動く研

究所」を目指しています。将来的には、社会人向けの

大学院の設立を模索している段階です。

現在のところ観光の専門家は専任では私しかいませ

ん。一緒に研究所のメンバーになっていただいたのは、

観光マーケティングの専門家、ゆるキャラなどキャラ

クタービジネスのマーケティングで第一人者の先生、

クルーズ船に関する船舶工学の日本における権威の先

生と三人です。

太下 たしかに従来の観光学部は、たとえばホテルマン

とか旅行業、いわゆる従来型旅行業の人材育成が中心

であって、新産業の創出という方向性はほとんどなか

ったですね。ところで、新しい観光業とは、たとえば

どのようなイメージなのでしょうか。

橋爪 たとえば、従来のクルーズではない、新しいクル

ーズ事業も一つのイメージです。

世界一周とか従来の古いタイプのクルーズではなく、

拠点港をつくって、そこから3泊4日か、1週間以内で

回るようなクルーズ事業が、ヨーロッパとかカリブと

かでは大ブームなのですね。これらのクルーズは、値

段も比較的安くて、非常にエンターティメント性の高

い、要は海と島全体をテーマパーク的に扱うようなク

ルーズで、ビジネスとしても成立しています。また、

シンガポールのセントーサ島の新しいリゾートが、東

南アジアでのクルーズ事業の拠点になろうとしている。

しかし、この新しいタイプのクルーズ事業はまだ日本

では成立していない。だからこそ可能性がある。その

他、まち歩きガイド業など、新しい観光業の芽は次々

と顕在化しています。

太下 なるほど、新しい観光業のイメージがだいたい分

かりました。ところで、この「大阪府立大学・観光産

業戦略研究所長」においては、その他としてはどのよ

うなプロジェクトを検討されているのでしょうか。

橋爪 当面、幾つかの研究プロジェクトを立ち上げよう

という議論をしている段階です。たとえば瀬戸内海を

もう一度、日本を代表する観光地として見直そうとい

新しい観光産業戦略とは
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う研究も始めたいと思っています。日本では、造船が

斜陽産業となってしまいましたので、瀬戸内に面して

いる企業の製造業の中でも近代化遺産にもなってしま

ったようなところがたくさんある。もう一度、それら

を観光ルートとしてつくり直すべき段階にあると思っ

ています。また海に面した既存の温泉旅館街とかに代

表される観光地を、いかにリ・デザインできるかとい

うプログラムが入ってこないといけないと考えていま

す。直島でベネッセさんが支援しているアートプログ

ラムが、各港などで起こってもおもしろいと思います。

太下 そういう意味では、まちや行政にも革新が必要な

のと同様に、観光や産業にも革新が必要なのですね。

本日は、国と地方の新しいカタチについて、行政シ

ステムから観光振興の話題まで、縦横に語って頂きま

した。どうもありがとうございました。

【注】
１ ＜http://www.daidogei.com/＞
２ ＜http://www.luciassociation.org/＞
３ ＜http://www.osaka-hikari.com/index.html＞
４「陰陽五行」とは、「陰陽」の思想と「五行」の思想を組み合わせたもの。「陰陽」とは、「陰」と「陽」という相反する存在によって、

万物が消長をくりかえすという思想。一方、「五行」とは、全ての事象は「木火土金水」という五つの要素により成り立つとするもの。
５ ＜http://www.senkyo.janjan.jp/bin/candidate/profile/profile.php?id=146067＞
６ ＜http://www.osaka-museum.jp/index.php＞


